
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

令和３年度における活動実績・成果の概要

エネルギーの新しい価値観創造と展開

①東北大学エネルギーシンポジウムの開催（令和３年１０月７日開催）図１参照
国や地域から始まるカーボンニュートラル（CN）の現状と未来への展望、そし

て東北大学における新しいエネルギー技術研究の最前線と社会実装への展開を紹
介することを目的としたシンポジウム（参加者数173名）を開催し、活発な意見
交換が行われた。

②文科省「カーボンニュートラル大学等コアリション」への参加 図２参照
令和２年度より立ち上げられた文部科学省主管の「CN達成に向けた大学等コア

リション」に積極的に関わり、東北発の持続可能でこころ豊かな社会の「東北モ
デル」の構築ための勉強会や会議などを行った。

③ZEBの社会実装推進・地中熱用地下水利用に係る条例改正への協力 図３参照
環境科学研究科の本館（第Ⅰ期棟）について、エネルギー計算や補助金申請等

を行い、令和４年１月２７日に「ZEB Ready」の認証を取得した。本学のZEB認証
としては２例目にあたり、２例とも環境科学研究科の建物である。認証プレート
を本館玄関に設置し、本学が省エネルギーやCNに積極的に取り組んでいることを
来場者にアピールしている。
また、宮城県内での地下水揚水規制地域における地中熱利用のための規制緩和

について仙台市や宮城県と協議を行い、一部条例の改正が実現された。県内にお
ける今後の地中熱の普及拡大の一助として、重要な役割を果たすことができた。

④地域連携に基づくエネルギー研究
秋田県仙北市で二酸化炭素の排出を伴わない水素生産に関する研究を行い、外

部からエネルギーを投入すること無く、廃アルミニウムと酸性温泉水から連続的
に水素発生反応を維持することに成功した。

図１東北大学エネルギーシンポジウムのチラシ
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図２ CN大学等コアリションにおける構想
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図３宮城県環境生活部より県内各市町村長宛に通知さ
れた「公害防止条例運用通知の一部改正について」。
揚水した地下水を元の帯水層に還元する場合、水質
に変化がなければ「有害物質の地下浸透」に該当しな
いとされた。
地下水揚水型地中熱のさらなる普及促進に大きな影
響を与えるものである。


